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一般送配電事業者における
スマート保安推進の取り組み
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11.これまでの電力保安の取り組みについて

 電力各社においては、保安規程に基づき、保安管理体制を構築し、設備の健全性を適切に
維持・管理している（保安体制の確立）

 また、これまで以下のように、様々な技術開発・設備保全に関するシステム開発等の推進に
より保安の高度化・効率化に努めてきた（保安力の向上の推進）
 制御システム・通信技術の高度化に伴う、電気所監視制御体制の効率化
 設備の劣化データ蓄積・分析による劣化診断技術の開発
 センサー設置による設備故障の予兆管理技術の開発
 送電鉄塔落雷位置標定システムの導入
 設備保全システムの導入
 非常災害システムの導入

 上述の取り組みの結果、停電時間の低減に寄与している状況（次ページ参照）

 引き続き、更なる保安の高度化・効率化に向け、ドローン・AI・ビックデータ分析等の新たな
技術開発を展開しているところ
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2【参考】お客様1軒あたりの年間停電回数と停電時間の推移(10電力計）

 1970年代において停電時間は約3時間程度であったが、近年では、激甚災害が発生した
年を除き、約20分程度まで減少してきている



©Transmission & Distribution Grid Council ©Transmission & Distribution Grid Council 

3２.電力保安のスマート化の方向性について

 高経年設備の増加、労働人口の減少などの社会構造の変化や、災害の激甚化や新型コロ
ナウイルス感染症の蔓延による環境変化に対し、電力保安レベルを落とさずに電力の安定供
給を達成するため、各種デジタル技術を導入し、電力保安レベルの維持向上及び生産性向
上を図っていく。

 設備の高経年化に伴う不具合
や事故の増加の懸念

 効率的な改修・取替の実施検
討

 中⾧期的な電力保安人材不足

 技術継承の困難化

 再エネ設備の増大に伴う送配電設備
の増加に対する適切な対応

 2050年カーボンニュートラルの実
現に向けた対応

 台風や大雨等の激甚化する自
然災害への対応

 新型コロナウイルス感染症拡大
防止への対応

設備の高経年化 少子高齢化・人口減少 自然・環境

電力事業を取り巻く環境変化・課題

電力保安のスマート化

 巡視・点検の省力化

 設備不具合の予兆診断

 現地対応支援・高度化 など

期待効果（キーワード）

◆生産性向上

◆保安レベルの維持・向上
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【出典】電気保安分野 スマート保安アクションプラン

3.電気保安分野におけるスマート保安アクションプラン

 電気保安分野における「スマート保安アクションプラン」が2021年4月に策定された
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5４.一般送配電事業者におけるスマート保安推進の取り組み

（取り組みの方向性）
①ドローン巡視点検等普及

 高所点検作業等へのドローン活用
 自動巡視点検へのロボット活用

②デジタル化・AI異常検知の補完性・代替性確認
 AIによる劣化診断
 各種データ分析に基づく補修計画や取替計画の合理化・高度化
 ウェアラブルカメラや携帯端末等による現地対応支援

 電力安全部会にて国から示されたアクションプランに基づき、ドローンやウェアラブルカメラの活
用を進めるとともに、ＡＩやビックデータを活用した設備不具合の予兆検知や劣化診断技
術の開発・導入を進め、電力保安の高度化・合理化を図っていく
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6５．電力保安のスマート化取組事例①

 鉄塔の腐食進展度合いについて、ドローンとAIを活用することにより、作業の効率化と定量
評価による劣化レベル判定の品質向上を目指す

出典:東京電力PG

【ドローン撮影】 【AI劣化判定】

錆可視化

報告書の自動化

【期待効果】
• 作業の安全性向上や効率化
• 劣化レベルの定量的評価が可
能となり、品質向上が期待される
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7５．電力保安のスマート化取組事例②

カメラ付き
ドローン

ドローン地上装置
（ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ等）

画像情報
をもとに
追尾処理

点検対象
（送電線等）

自動追尾
撮影

自動検知

撮影映像

位置情報等

飛行開始・
終了操作

詳細撮影
カメラ制御

ドローン用送電線自動追尾撮影
ソフトウェア（NEC開発）

出典:東北電力NW

 送電線の保守点検業務の安全性向上や効率化を目的に、送電線をドローンで自動追
尾点検が可能になることを目指す

【期待効果】
• 送電線とドローンの距離を一定に保つ
自律飛行を可能することで、操縦者の
高度なスキルが不要

• 作業の安全性向上や効率化
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8５．電力保安のスマート化取組事例③

 ３Ｄデータ等の活用により工事設計業務の省力化を目指す

出典:2019 JNC Conferenece 資料
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9５．電力保安のスマート化取組事例④

 変電設備の異常検知や巡視点検について、AI診断をすることにより、現場業務の効率化
および高度化（スキルレス化）を図る

出典:2019 JNC Conferenece 資料
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10５．電力保安のスマート化取組事例⑤

 現地対応業務を遠方から支援することで、複数人での現地出向の機会を低減することが可能
となり、業務効率化に繋がる。また、過去の不具合事例等の情報を即座に連携することで業務
の高度化にも資する

出典:2019 JNC Conferenece 資料



©Transmission & Distribution Grid Council ©Transmission & Distribution Grid Council 

11５．電力保安のスマート化取組事例⑥

 スマホ等を活用し、リアルタイムに設備被害状況を把握するシステムを構築（災害時の被
害状況管理システム）

出典:東京電力PG

（第11回電力レジリエンスWG資料４）
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12５．電力保安のスマート化取組事例⑦

 土砂崩れや倒木など立入困難箇所における被害状況を安全かつ早期に把握（災害時に
おけるドローンの活用事例）

↑東京電力PGでの活用例
(2019年台風15号)

東北電力NWでの活用例→
(2019年台風15号における
東京電力PGへの応援派遣)

中部電力PGでの活用例→
(2019年台風19号)

ドローン
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13６．電力保安のスマート化の今後の展望

ステップ１

ステップ２

ステップ3

デジタル化
条件整備

導入期

自動化

 今後も、継続的に保安の高度化・効率化を進めていく

ビックデータ蓄積

各種機器性能評価

AIアルゴリズム構築

CBM化

点検・巡視の効率化

劣化診断・予測技術
の高度化

デジタル技術の更な
る活用

（用途・適用範囲
の拡大）

2020年～

2025年～

2030年～


